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世
界
遺
産
登
録
へ
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売
！

「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

▲渦潮観潮船で行われた贈呈式

は
「
野
球
の
基
礎
は
淡
路
島
で
教

わ
っ
た
。
淡
路
か
ら
も
応
援
に
来
て

く
れ
て
い
た
の
で
恥
ず
か
し
い
姿

は
見
せ
ら
れ
な
い
と
思
い
精
一
杯

投
げ
た
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
優

勝
で
き
、周
り
の
人
た
ち
に
恩
返
し

が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、現
在
、夏
の
大
会

に
向
け
て
猛
練
習
中
の
村
上
さ
ん
は

「
ま
ず
は
夏
の
甲
子
園
に
出
る
こ

と
が
目
標
！
変
化
球
と
直
球
の
キ

レ
を
磨
い
て
多
く
の
三
振
を
取
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
春
夏

連
覇
を
目
指
す
意
気
込
み
を
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

潮
を
世
界
遺
産
へ
」
が
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
４
月
19
日
、発
売
を
記
念
し

て
渦
潮
観
潮
船
「
日
本
丸
」
の
船
上

で
日
本
郵
便
近
畿
支
社
と
四
国
支
社

か
ら
自
治
体
関
係
者
や
写
真
提
供
者

ら
に
切
手
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
ー
ム
切
手
の
価
格
は
、１

シ
ー
ト
税
込
１
２
３
０
円
で
、淡
路

島
、徳
島
市
、鳴
門
市
等
の
郵
便
局

で
４
月
20
日
か
ら
１
２
５
０
シ
ー

ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲(右上)自凝島神社、(左上)沼島・上立神岩、（右下）鳴門海峡とうずしお
　（左下）認定を喜ぶ中田市長を含む淡路島日本遺産委員会のメンバー

▲イザナギとイザナミの石造（沼島・おのころ神社）

▲茶屋池線（国道28号線側）

▲委嘱状を受けた大田さん

▲テープカット

村
上
頌
樹
さ
ん
が
選
抜
高
校
野
球
優
勝
の
報
告
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
隊
員
着
任

国
内
最
高
齢
の
コ
ア
ラ
「
み
な
み
」
の
誕
生
日
を
お
祝
い

渦潮世界遺産推進フォーラム開催
　鳴門海峡の渦潮の世界遺産登録に向け
て、世界遺産や渦潮に関する理解を深め、機
運を醸成するため、フォーラムを開催します。
　定員は500人で、入場は無料です。
　ふるってご参加ください。

日時 　  月    日（土）７ ２

問兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協議会
　事務局（淡路県民局未来島推進課内）☎26-2085

場所  洲本市文化体育館文化ホール

内容 ❶学術調査報告
　　 ❷講演 元ユネスコ事務局長（第8代）
　　　 　　    松浦晃一郎 氏
　　　 　    元東京理科大学理工学部教授
            　     西村　司 氏
　　　 　    元静岡県富士山世界遺産課学術
　　　　     調査班長　小野　聡 氏
       ❸その他 落語上演 月亭八方師
　　　　　　　和太鼓演奏 大野わらじクラブ

午後１時１５分～
　　　４時30分

　

渦
潮
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
機
運

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
鳴
門
海
峡
の
渦

エ
ー
ス
と
し
て
投
打
に
大

活
躍
し
て
優
勝
に
導
い
た
、

賀
集
出
身
の
村
上
頌
し
ょ
う

樹き

さ
ん
の
優
勝
の
報
告
会
が

５
月
９
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
上
さ
ん

は
、
賀
集
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
で
野
球
を
始
め
、
南
淡

中
学
校
在
学
中
に
島
内

の
硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
ア

イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ク
ス
」
で

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。
進

学
し
た
智
辯
学
園
高
校
を

　

第
88
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で

奈
良
県
の
智
辯
学
園
高
等
学
校
の

春
夏
通
じ
て
初
め
て
の
優
勝
に
導

き
ま
し
た
。
報
告
会
で
村
上
さ
ん

　

南
あ
わ
じ
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
委
嘱
状
交
付
式
を
５
月
16
日

に
行
い
、
京
都
府
福
知
山
市
か
ら

移
住
さ
れ
た
大
田
志
穂
さ
ん
が
新

た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

大
田
さ
ん
は
、
美
菜
恋
来
屋
で

販
売
支
援
に
携
わ
る
ほ
か
、
特
産

品
の
開
発
や
広
報
な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

交
付
式
で
は
、中
田
市
長
が
「
基

幹
産
業
の
振
興
に
知
恵
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
大
田
さ
ん
は

「
市
内
外
の
人
に
南
あ
わ
じ
市
の

魅
力
を
伝
え
、
南
あ
わ
じ
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。　
　

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
丘
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
雌

の
コ
ア
ラ
「
み
な
み
」
が
、
20
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
５
月
１
日
に

同
園
で
長
寿
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
の
20

歳
は
人
間
の
１
０
０
歳
に
相
当
し
て

「
み
な
み
」
は
国
内
最
高
齢
で
す
。

　

県
と
友
好
提
携
を
結
ぶ
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
か
ら
友
好
の
証

し
と
し
て
贈
ら
れ
た
同
園
の
コ
ア

ラ
は
現
在
７
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い

て
来
園
者
の
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
中
田
市
長

が
井
本
園
長
に
祝
い
状
と
み
な
み

専
用
の
赤
い
座
布
団
を
贈
呈
。
長

寿
を
祝
う
紅
白
餅
が
入
園
者
先
着

５
０
０
人
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

図
る
た
め
平
成
24
年
８
月
に
着
工
。

総
事
業
費
約
７
億
８
千
万
円
で
、

茶
屋
池
に
架
か
る
１
０
０
メ
ー
ト
ル

の
橋
を
含
め
て
全
長
１
０
７
０
メ
ー

ト
ル
の
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

開
通
式
で
は
、
八
木
保
育
所
の

園
児
ら
が
合
唱
を
披
露
。
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
通
り

初
め
を
し
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

国
道
28
号
と
広
域
農
道
・
オ
ニ

オ
ン
ロ
ー
ド
を
結
ぶ
八
木
養
宜
上

の
市
道
茶
屋
池
線
が
４
月
27
日
に

完
成
し
、
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
線
は
、
国
道
28
号
線
の
渋
滞

緩
和
と
地
域
経
済
活
動
の
発
展
を

　

文
化
庁
が
地
域
の
文
化
財
や
伝

承
、
風
習
な
ど
に
ま
つ
わ
る
特
色

あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る「
日

本
遺
産
」
に
４
月
19
日
、　

島
内
３

市
で
申
請
し
た
「『
古
事
記
』
の
冒

頭
を
飾
る
「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」

～
古
代
国
家
を
支
え
た
海あ

ま人
の
営

み
～
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
島
内
３
市
と
淡
路
県
民
局
、

淡
路
青
年
会
議
所
、
淡
路
島
く
に

う
み
協
会
、
淡
路
島
観
光
協
会
の

７
団
体
で
構
成
す
る
「
淡
路
島
日

本
遺
産
委
員
会
」
で
作
成
。
国
生

み
神
話
の
中
で
最
初
に
誕
生
す
る

「
特
別
な
島
」
を
淡
路
島
と
し
、

そ
の
背
景
に
は
、
金
属
器
文
化
や

塩
づ
く
り
、
航
海
術
で
畿
内
の
王

権
や
都
の
暮
ら
し
を
支
え
た
海
の

民
「
海
人
」
の
存
在
が
あ
っ
た
と

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
淡

路
市
の
五ご

っ

さ

か

い

と

斗
長
垣
内
遺
跡
や
伊
弉

諾
神
宮
、
洲
本
市
の
先
山
千
光

寺
な
ど
の
ほ
か
、
本
市
の
松
帆
銅

鐸
や
古
津
路
銅
剣
、
沖
ノ
島
古
墳

群
、
大
和
大
国
魂
神
社
、
鳴
門
海

峡
と
う
ず
し
お
、
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
、
自お
の
こ
ろ
じ
ま

凝
島
神
社
、
沼
島
な
ど
31

項
目
の
文
化
財
が
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。     

▲中田勝久市長と握手する村上頌樹さん（右）

▲発売のフレーム切手

▲「みなみ」の長寿お祝いセレモニー

▲来園者に紅白餅が振る舞われました


